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調査研究実績 

の概要○○○ 

慢性疾患である炎症性腸疾患の治療目標は、合併症の発症・進展を予防し、患者の

Quality of Life（生活の質）を維持・向上させることである。炎症性腸疾患（IBD）であ

る潰瘍性大腸炎（UC）及びクローン病（CD）は原因不明の難治療性慢性消化管疾患であ

り、生涯にわたり合併症予防、コントロールを良好に保つために、食事療法は治療の基本

とされる。しかしながら食事は患者自身によって行われる自己管理行動であり、病気やそ

の治療に対する考え方や認識、感情等心理的要因は自己管理行動の開始と維持に影響する

と考えられる。ここで食事管理に関する行動変容を起こす概念として、自己効力感があ

る。しかし炎症性腸疾患患者を対象にした食事に関する自己効力感についての先行研究は

これまで見られない。本研究では、医療従事者として患者の自己効力感を高めることがで

きる支援や指導内容や、今後の IBD患者の QOLの向上に役立てることを目的とした炎症性

腸疾患患者に対する食事自己効力感力観尺度の作成、その食事自己効力感尺度の信頼性・

妥当性の検討を行い、食事管理に対する自己効力感および QOLの関係を検討した。 

次頁に続く 



 

調査研究実績 

の概要○○○ 

岡山県内の医療機関に外来通院する患者76名に、食事療法とQOLに関連する要因について

の質問票調査を行った。アンケート結果を統計処理し、食事自己効力感尺度について信頼

性と妥当性の検討を行った。また、食物摂取頻度調査を行い、栄養素等を算出したのち、

食事自己効力感との関連性を調査した。 

尺度原案16項目から因子負荷量の低い項目を除き、食事自己効力感尺度として14項目を選

定した。選定した14項目は4つの因子「食事療法による良好な心身及び精神状況」、「食

事療法についての情報取集」、「食事療法への称賛と指導」、「食事療法の自己管理」か

ら構成されることが明らかとなった。また、この4因子は先行研究から自己効力感を喚起

すると提唱されている「生理的情動的状態」、「代理的経験」、「言語的説得」、「遂行

行動の達成」に合致すると考えられた。Cronback α係数は高い内的整合性をもつことが

明らかとなり、信頼性と妥当性が確認され、炎症性腸疾患患者の食事自己効力感を測定で

きるものと考えられた。そこでUCとCD栄養素等摂取量について比較したところ、多価不飽

和脂肪酸摂取量に有意差が認められた。さらに、食事自己効力感との関連については、脂

質エネルギー比と多価不飽和脂肪酸において負の相関が見られた。 

本研究によりＩＢＤ患者での脂質摂取の制限や、脂質の質を維持できている患者ほど自己

効力感が高いことが示された。IBD患者にとって活動度の重症化が及ぼすQOLの低下を防ぐ

ためには寛解期の維持が必要であり、寛解期の維持には食事療法が重要である。さらに、

食事療法を継続し自己効力感を高めるためには、食事療法による成功体験を患者自身が経

験し、その成功を自ら実感し積み上げていくことが大切である。したがってこのような患

者の自己効力感を高めるための指導が重要であると推察され、脂質制限を含めた食事療法

を遂行させ、寛解期を維持していくには、4つの要因から構成される自己効力感の評価を

行うことが重要と考えられた。そしてそれらに沿った栄養指導を行い、継続的に自己効力

感を高める食事介入や栄養指導を行うこと、患者のセルフケア行動を導き、QOL向上に貢

献することが望まれた。今後は、食事介入や栄養指導によって、食事のセルフケア行動遂

行や病態にどのように関連するのか検討されることが期待された。 
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